
第6回は、神保町にある老舗古書店のひとつ、誠心堂書店店主の橋口侯之介
さんをお招きします。橋口さんは、書道や文系学術書を専門にあつかう古書
店を営む一方、江戸時代以前の版本、写本である「和本」の魅力を伝える
エバンジェリストでもあります。大学で和本に関する講義を担当されている
ほか、和本の世界に誘う『和本入門』『続 和本入門』など、和本を身近に
感じさせてくれる著作を上梓されるなど、幅広く活躍されています。
　
また、和本が出版されなくなった時期について、興味深い論考も出されて
います。和本は明治 20 年代、「和装本」から「洋装本」へという出版界の
大きな転換の中で次第に表舞台から消えていきました。本に関する全ての
こと、つまり出版、販売、古書販売、貸本などを兼業していた江戸時代の
本屋から、金属活版印刷による近代出版業に転換するこの流れを、日本に
おける出版文化の大きな分岐点として立体的にとらえた論考は、出版物の
デジタル化、電子書籍の需要が広がってきた現在の出版界に、大きな示唆を
与えています。
　
今回は、権力層だけでなく庶民までもが「本を読む」という行為を日常的に
享受でき、日本におけるさまざまな文化を下支えしてきた装置ともいえる
「和本」の魅力をうかがい、明治20年代の転換点で失われたもの、新たに
形成されたものを振り返ります。昨今の電子書籍についても視野に入れて、
そもそも「本」とはなにか、「本」の魅力とはなにか、これから「本」はど
うなるのか、参加者の方々とも大いに語り合います。
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『「本」ってそもそもなんだろう？ー和本の魅力と、和本が消えた明治二十年問題から考える 』
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